
【取組内容①】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（振り返りシート）

様式Ⅰ-1

【取り組みの概要】
・Google スプレッドシートを活用し、単元計画、学習の成果物、振り返りをスタディログと

して蓄積した。このシートは、個別に時系列で記録するとともに、学級内で共有されており、
他の生徒が記入したシートを相互に参照できるようになっている。各教科の特性に応じた項
目を設定しているが、校内で共通した運用を進めた。

振り返りシート（理科） 振り返りシート（英語）

単元計画と１時間ごとのルーブリックをあらかじ
め生徒と共有し、生徒が各自ゴールまでの見通し
をもって、学習を進めていくことができる。

また、「多面的」「関係付け」「比較」「条件制
御」といった理科の考え方から自分に合った方法
を選択できるように工夫した。

成果物は英文の直接記入の他、音読やプレゼン資料
はリンクを記入することで多様な表現に対応した。
生徒は随時画面を確認しながら、相互にヒントとし
て学習を進めることができた。また、学習の進捗状
況によって、情報の授受をタイミングを計りながら
学習を進める生徒の姿も見られた。
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